
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　8507420004JJ/20120321

( 科目コード：8507420004JJ)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】[ 信号処理 ]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・4 年次
【担当教員】

柳田 友士

【授業目標・教育方針】
信号処理の技術は、雑音や雑多な信号の中から目的の信号のみを取り出す技術として発展してきたが、現在はそれに
とどまらず、信号の持つ様々な特性の中から望みの特性のみを取り出したりすることで積極的に信号を加工する技術
としても用いられている。このような技術の基礎を学ぶことを目標とする。課題を実施することで具体例にも触れ、
理解を深める。

【授業概要】
時間とともに変化する電圧を信号と考える。画像データも、位置を時間へ、画素値を電圧へ読み替えれば、同じ信号
と考えることができる。
  信号処理の有力な手法は、時間の関数としての電圧を、別の指標 ( 例えば周波数 ) の関数としての電圧へ見方を変え
ることである。この技術の基本がフーリエ変換とラプラス変換である。
  講義では、フーリエ変換とラプラス変換の基礎を学び、信号操作の考え方を理解する。そのうえで、ディジタル信号
処理の基礎ともなっているディジタル・フーリエ変換、高速フーリエ変換のアルゴリズムを学ぶ。これらを基礎とし
て離散時間システムについて学習する。

【教科書・教材・参考書 等】
特に定めない。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義が中心であるが、理解を深めるため例題を解いてもらう。例題を解く道具として scilab と呼ぶソフトウエアを用
いる。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：25%，期末試験：25%，レポート：25%，その他：宿題 (5 回 ) 25%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

【授業計画】（授業名：[ 信号処理 ]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 信号処理とは 信号処理とは何か。さまざまな信号。
2 信号の表現 時間の関数を周波数空間で見る。
3 フーリエ級数とフーリエ変換 フーリエ級数 宿題 1

4,5 フーリエ変換 宿題 2

6,7 ラプラス変換と常微分方程式 ラプラス変換 宿題 3

8 線形微分方程式の解
9,10,11,12 ディジタル変換 DFT、FFT、Z 変換 宿題 4,5

13,14 フィルタの例 フィルタを設計する レポート提出
15 課題講評 提出課題の講評
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